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私達の研究室では、微生物の代謝反応を利用して
有用物質生産を行う代謝工学を研究している。目的
の物質生産のために代謝経路の遺伝子発現を人為的
に制御することで増殖や生産活性を最適化してきた。
従来、大腸菌では遺伝子発現制御にイソプロピル-
β-チオガラクトピラノシド (IPTG) などの薬剤によ
る調節が行われてきたが、培地中に一旦薬剤を入れ
てしまうと除くことは難しい。本研究では光合成生
物Synechocystis が光に応答して発現制御を行う仕
組みを利用して、光で可逆的に代謝を制御できる大
腸菌を構築した。Synechocystis のCcaS/ CcaRシ
ステムは、センサのCcaSが緑色光を受けて応答し、
CcaRがcpcG2 のプロモータ領域に結合して転写を
促進する。一方，赤色光を吸収すると転写は抑制さ
れる。私たちは、大腸菌に最適化されたシステムを
利用し、糖を分解する経路（解糖系）や乳酸、ピルビ
ン酸などに繋がる経路の代謝フラックスを光で制御
することに成功した。

特徴・独自性

石油資源枯渇や二酸化炭素問題の解決の方法とし
て微生物を用いた化成品や燃料などの生産が注目さ
れている。糖を分解する炭素代謝経路は様々な有用
化成品の前駆体合成経路であり、光による代謝フラ
ックス制御は多くの有用物質生産への道を拓くもの
と考えている。

研究の先に見据えるビジョン
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